
行政 専門家
市民・
団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・さいたま市の縄文時代の再評価が必要 基本方針１　さがす Ⅰ 1
真福寺貝塚発掘調査（D
３再掲）

国指定史跡「真福寺貝塚」の発掘調査 〇

Ⅰ 2 真福寺貝塚資料整理 「真福寺貝塚」出土品の資料整理 〇 〇

Ⅰ 3
真福寺貝塚調査概報刊
行

真福寺貝塚L地点の概報の刊行 〇

Ⅰ 4
真福寺貝塚発掘調査報
告書

真福寺貝塚総括報告書の刊行 〇

Ⅰ 5 開発に伴う調査 個人住宅の開発に伴う発掘、資料整理 ○

Ⅰ 6 文献調査 縄文時代の遺跡に係る報告書のリスト化 〇

Ⅰ 7
さいたまの縄文時代の
再評価

縄文時代の遺跡の再評価 〇

・遺跡での案内等がない 基本方針２　いかす Ⅰ 8
真福寺貝塚発掘調査現
地説明会（16再掲）

真福寺貝塚での説明会の実施 ○

・発掘調査の成果が生かされていない Ⅰ 9
最新出土品展
(17再掲）

発掘調査の最新成果を展示 ○ △

Ⅰ 10
遺跡発掘調査成果発表
会(18再掲）

発掘調査の最新成果を調査担当者が報告 ○ △

Ⅰ 11
ホームページの充実
(27再掲）

さいたま市文化財サイトの充実 ○

Ⅰ 12
真福寺貝塚体験発掘
(43再掲）

地元小学校への発掘体験、出前事業の実
施

○

Ⅰ 13
市民向け講座の開催
(44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 ○

Ⅰ 14
関連文化財群のパンフ
レット作製

関連文化財群のテーマに沿ったパンフ
レットの作成・配布

〇

Ⅰ 15
仮称さいたまの遺跡ア
プリの開発

遺跡情報等、情報提供、学習支援のアプ
リの開発

〇 ○ ○

・多様な主体との連携が図れていない 基本方針３　たすけあう Ⅰ 16 ボランティアの育成
遺跡の維持管理、活用を目的としたボラ
ンティアの育成

△ ○ ○

Ⅰ 17
博物館施設等との連携
（51再掲）

博物館施設等との連携強化、事業の推進 〇 〇

Ⅰ 18
埋蔵文化財調査事業団
との連携

埼玉県埋蔵文化財調査事業団やさいたま
市遺跡調査会との情報提供、事業連携

〇 ○

Ⅰ 19 他市町村との連携
春日部市、蓮田市、富士見市など、国指
定史跡を持つ市町村との連携強化。推進

〇

・国指定史跡「真福寺貝塚」の整備 基本方針４　まもる Ⅰ 20
真福寺貝塚保存活用計
画改定(63再掲）

国指定史跡「真福寺貝塚」の保存活用計
画の改定

〇

・県指定史跡「馬場小室山遺跡」の整備 Ⅰ 21
真福寺貝塚整備基本方
針の作成(72再掲）

真福寺貝塚の整備基本方針の作成 ○

・出土品の保管場所の不足 Ⅰ 22
真福寺貝塚整備基本設
計(73再掲）

真福寺貝塚の整備に係る基本設計 ○

Ⅰ 23
真福寺貝塚整備実施設
計(74再掲）

真福寺貝塚の整備に係る実施設計 ○

Ⅰ 24
真福寺貝塚第1期整備
(75再掲）

真福寺貝塚第1期整備工事 ○

Ⅰ 25
馬場小室山遺跡保存活
用計画の検討(E22再掲)

県指定史跡「馬場小室山遺跡」の保存活
用計画作成

○

Ⅰ 26
馬場小室山遺跡の環境
維持（E23再掲）

県指定史跡「馬場小室山遺跡」の環境維
持

〇

Ⅰ 27
埋蔵文化財の適切な保
存

土器の館等収蔵施設の管理運営 〇

Ⅰ 28
埋蔵文化財収蔵施設の
整備（89再掲）

埋蔵文化財収蔵施設再編の検討・整備

Ⅰ 29 出土遺物の指定等 調査成果に基づく文化財の指定等の実施 〇 〇

課題 方針

保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間

関連文化財群　縄文ウオータフロント
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関連文化財群での保存と活用に関する措置一覧（案）
別紙3



行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・調査済みの囃子団体の現況が把握できていない 基本方針１　さがす Ⅳ 1 お囃子調査 市内の囃子団体の調査を実施 〇 〇

・過去の調査歴の蓄積がない Ⅳ 2 指定文化財の現況調査 無形、無形民俗文化財の現況を確認 〇 〇

Ⅳ 3
市史編纂に伴う調査
（民俗編Ⅱ）

祭り 、民俗芸能、年中行事の調査 〇 〇

Ⅳ 4 無形遺産のリスト化 無形遺産のデーターベース化 〇

・認知度が低い 基本方針２　いかす Ⅳ 5 無形民俗文化財の公開
無形民俗文化財の公開時における広報活
動

△ 　 ○

・広報が不十分 Ⅳ 6
ホームページの充実
(27再掲）

さいたま市文化財サイトの充実 ○

Ⅳ 7 郷土芸能のつどい 市内の郷土芸能公演の復活 ○

Ⅳ 8
大宮郷土芸能保存大会
お囃子大会

旧大宮市域のお囃子団体の公演の開催 △ ○

Ⅳ 9
伝統芸能普及フェス
ティバル

旧浦和市域を中心に木遣歌、お囃子等に
よる公演の開催

△ ○

Ⅳ 10 市史民俗編Ⅱ刊行 祭り 、民俗芸能、年中行事の刊行 〇

Ⅳ 11
関連文化財群のパンフ
レット作製(Ⅰ14再掲)

関連文化財群のテーマに沿ったパンフ
レットの作成・配布

〇

Ⅳ 12 小中学校への出前事業 小中学校での伝統芸能の披露を支援 ○ ○

・後継者不足、資金不足 基本方針３　たすけあう Ⅳ 13 支援協力体制の整備 人的、資金の援助などの応援体制の整備 ○

Ⅳ 14
所有者の協議会等の設
置

担い手同士のネットワークの整備 ○ △

・後継者不足、資金不足 基本方針４　まもる Ⅳ 15
文化財指定等
(61再掲）

調査成果に基づく文化財の指定等の実施 ○ ○

Ⅳ 16
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

○ ○

Ⅳ 17
財団等の助成金の活用
(79再掲）

歴史文化遺産の修理等に係る助成金の申
請支援

△ ○

Ⅳ 18
国・県の補助金等の活
用(80再掲）

無形の歴史文化遺産の継承等に係る補助
金等の申請支援

△ ○

Ⅳ 19
クラウドファンディン
グの検討(81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

Ⅳ 20 後継者養成事業 市としての後継者養成の検討 ○ ○

保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間

関連文化財群　彩り豊か「さいたまのまつり」

課題 方針
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行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・過去の調査歴の蓄積がない 基本方針１　さがす Ⅱ 1
田島ケ原サクラソウ自
生地緊急調査

サクラソウ減少に係る原因究明 ○ △

・調査の偏り Ⅱ 2 キタミソウ調査
元荒川須賀堰付近に自生するキタミソウ
の調査

○ ○ △

Ⅱ 3 水塚調査 荒川沿いに点在する水塚の調査 ○

Ⅱ 4 河岸場跡の調査 河岸場跡の所在確認 ○

Ⅱ 5 河川改修の調査 荒川など、河川改修のリスト化 ○

Ⅱ 6 （古墳のリスト化） 古墳のデータベース化 ○

Ⅱ 7
（板石塔婆のリスト
化）

板石塔婆のデータベース化 ○

・イベント開催時期が限られている 基本方針２　いかす Ⅱ 8
サクラソウ現地見学会
(13再掲）

サクラソウ開花期の見学会の実施 ○ △

・歴史文化遺産単独での活用が主である Ⅱ 9
サクラソウWeeks
(14再掲）

サクラソウに関する展示 ○ ○

Ⅱ 10
市民向け講座の開催
(44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 ○

Ⅱ 11
関連文化財群のパンフ
レット作製(Ⅰ14再掲)

関連文化財群のテーマに沿ったパンフ
レットの作成・配布

〇

Ⅱ 12 小学校との連携
錦乃原桜草園へのサクラソウの植え付
け、

○

Ⅱ 13
錦乃原櫻草フェスティ
バル

錦乃原櫻草園の公開、苗配布 △ 〇

Ⅱ 14 行者小平次顕彰事業
藤橋を建設した廻国行者小平次の普及啓
発

〇

Ⅱ 15 元荒川和船まつり 末田須賀堰周辺の魅力を引き出す 〇

・活動団体の把握が不十分 基本方針３　たすけあう Ⅱ 16
自生地を守る会活動支
援

田島ケ原サクラソウ自生地ボランティア
の研修、及び募集

○

Ⅱ 17 市民団体の活動把握 歴史文化遺産に関する活動団体の把握 ○

Ⅱ 18 市民団体との協働 市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

・サクラソウの減少 基本方針４　まもる Ⅱ 19
田島ケ原サクラソウ自
生地保存活用計画作成

特別天然記念物「田島ケ原サクラソウ自
生地」の保存活用計画の作成

○

・古墳の整備 Ⅱ 20
田島ケ原サクラソウ自
生地保護増殖

サクラソウの保護増殖 ○

Ⅱ 21
田島ケ原サクラソウ自
生地の維持管理

田島ケ原サクラソウ自生地の維持管理 〇

Ⅱ 22 錦乃原櫻草園維持管理 錦乃原櫻草園の維持管理 〇 〇

Ⅱ 23 藤橋六部堂維持管理 藤橋六部堂の維持管理 〇

Ⅱ 24 斎藤治水翁碑維持管理 斎藤治水翁碑の維持管理 〇

Ⅱ 25 各古墳の維持管理 古墳の維持、環境整備 〇 〇

方針
保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間課題

関連文化財群　川の恵みと闘い
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行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・県や近隣市町が実施した調査を把握できていない 基本方針１　さがす Ⅲ 1 調査記録の整理 過去に行われた調査のリスト化 〇

・街道添いの歴文化遺産の把握ができていない Ⅲ 2 中山道現況調査 過去の調査を基に現況確認を実施 〇

Ⅲ 3 日光御成道現況調査 過去の調査を基に現況確認を実施 〇

Ⅲ 4 赤山道現況調査 過去の調査を基に現況確認を実施 〇

Ⅲ 5 鎌倉街道調査 鎌倉街道の総合調査の実施 〇

Ⅲ 6
大宮宿に係る総合調査
（A5再掲）

大宮宿の総合調査 〇 〇 △

Ⅲ 7
与野市（いち）の調査
（B3再掲）

発掘成果も含め、与野の「市」について
の調査

〇 〇 △

Ⅲ 8
浦和宿に係る総合調査
（C4再掲）

浦和宿の総合調査 〇 〇 △

Ⅲ 9
岩槻城総合調査
（D5再掲）

岩槻城に関する総合調査の実施 〇 〇 △

Ⅲ 10 大門宿に係る総合調査 大門宿に関する総合調査の実施 〇 〇 △

・街道単位での活用ができていない 基本方針２　いかす Ⅲ 11
文化財説明板設置
（37再掲）

文化財説明板の設置 〇

Ⅲ 12
市民向け講座の開催
(44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 ○

Ⅲ 13
関連文化財群のパンフ
レット作製(Ⅰ14再掲)

関連文化財群のテーマに沿ったパンフ
レットの作成・配布

〇

・多様な主体との連携が図れていない 基本方針３　たすけあう Ⅲ 14
国際観光協会、商工会
議所との連携(48再掲)

国際観光協会、商工会議所との連携強
化、事業の推進

〇 〇

・活動団体の把握が不十分 Ⅲ 15
博物館等との連携
（51再掲）

博物館施設との連携強化、事業の推進 〇 〇

・まちづくり部門との連携が図れていない Ⅲ 16
市民団体との協働
（56再掲）

市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

・庁内の連携不足 Ⅲ 17 庁内の連携
シティセールス担当やまちづくり部門と
の連携強化、事業の推進

〇

・街道沿いの指定建造物等の修理が必要 基本方針４　まもる Ⅲ 18
建造物の指定等の検討
（A24再掲）

建造物の指定、登録等の検討、実施 〇 〇

Ⅲ 19
市所有指定建造物修理
計画の作成（69再掲）

指定建造物について、修理計画の作成 ○ △

Ⅲ 20
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

〇 〇

Ⅲ 21
クラウドファンディン
グの検討（81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

事業概要

関連文化財群　さいたま五町と街道

保存と活用に関する措置
取組主体 事業計画期間課題 方針

事業名
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